
議会だより

月号

NO.22４

年2026

２

令和８年２月５日発行
茨城県大子町議会

2-3P
4-7P
8-11P
9P

12-14P
15-21P
22P

あん議会の質問は今？！
一般質問
「わくわくわたしの夢」

と き

議員と話そう会
議員活動報告・つぶやき議長
令和７年第４回定例会・臨時会
大子町議会政治倫理条例

Contents



「議員と話そう会」を開催
みなさんの 声  を伺いました

　議会では、町民のみなさんの声を町に届け、まちづくりに生かす取組として「議員と話そう会」を
継続して行っています。
　今回の話そう会では、「大子町身体障害者福祉協議会」のみなさん、「やみぞ会」のみなさんから、
それぞれのテーマを基に日常生活で感じている疑問や課題、町への提案などを伺いました。

　「身体障がい者福祉について」を
テーマに、移動手段に関する困り
ごとや、日常生活で感じる課題な
ど、率直なご意見を伺いました。
普段伝えにくい内容についても共
有いただき、議員にとっても現状
を理解する貴重な時間となりまし
た。

　「どうする大子町」をテーマに、
かつて議員として町を支えてきた
方々と意見交換を行いました。現
役議員にとっては、議会運営や政
策形成など改めて考え、見つめ直
す機会となり、「これからの大子町
をどう描くか」を共有する時間と
なりました。

◆ 身体障害者福祉協議会のみなさんとの意見交換

◆ やみぞ会との意見交換
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　議員と話そう会では、身体に障がいのある方やそのご家族から、日頃の生活や活動についてお話を
伺いました。その中で、地域で支え合う取組を続けている大子町身体障害者福祉協議会の活動につい
てお話を伺いましたのでご紹介します。

昭和 33 年４月

　会員相互の親睦をはかり、“健康・友愛・社会参加”を基本に「生活を豊かにする楽しい活動」「地
域と共生する社会参加活動」に取り組み、障がいを克服し、健康で生きがいのある生活の実現と、
身体障害者福祉の健全な発展に寄与することを目的に活動しています。

　大子町身体障害者福祉協議会では、身体に障がいのある方やそのご家族とともに、地域での
支え合いの活動を続けています。
　役場福祉課や社会福祉協議会（文化福祉会館まいん内）の窓口で会員募集の案内もお渡しし
ていますので、活動に賛同又は一緒に活動してみたい方は、ぜひ事務局までお気軽にお問い合
わせください。

事 務 局　社会福祉法人大子町社会福祉協議会　　電話番号　７２－２００５

グラウンドゴルフ大会や各種ユニバーサルスポーツ体験等を実施しています。

障がい者福祉についての研修会参加・新年会の開催をしています。

茨城県身体障害者福祉協議会が主催する事業へ参加しています。

令和７年度会員数　55 名　（うち正会員 23 名　賛助会員 32 名）

大子町身体障害者福祉協議会のみなさんについて

【１　団体の概要】

【２　主な活動内容】

【３　活動を支える会員】

【４　お問い合わせ先】

設立

会員構成や会員数

会の目的など

交流・支え合いの取り組みは

その他の活動は

日頃行っている活動は

グラウンドゴルフ大会 ボッチャ大会
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11 月、12 月、1 月は主に次のような議員活動を行いました。

議員活動を報告します！

11月

12月

１月

・議会だより No.223 号 発行　〔広報委員〕
・福島県三春町議会行政視察受入　〔議長〕
・町村議長会全国大会　〔議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・岐阜県美濃市議会行政視察受入　〔各議員〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・各議員〕
・大子町身体障害者福祉協議会との議員と話そう会　〔全議員〕
・第４回定例会　〔全議員〕
・交通安全街頭キャンペーン　〔議長〕
・予算・決算委員会自主研修会　〔全議員〕
・やみぞ会との議員と話そう会　〔全議員〕
・常任委員会現地視察（袋田の滝）　〔各議員〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
・第５回臨時会　〔全議員〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・新春のつどい　〔全議員〕
・行政視察（福島県天栄村及び会津若松市）　〔各議員〕

　私は、人生で初めて丙午という年を経
験する。60 年で巡ってくる丙午の翌年に
生まれたので、未経験年数が最長の世代
なのだ。
　江戸期の迷信により、丙午の年になる
たび出生数が低下したが、今回は影響が
少ない予想だ。多様な情報を各自が入手
できる現在は、迷信は希薄化してしまう
のだろう。
　スマホの検索によると、【丙】と【午】
どちらも「陽の火」なので、二つが重な
る丙午はエネルギーに満ち溢れた年、と
解説がある。迷信のおかげでネガティブ
な年と思っていたが、真逆に情熱的な年
だったのだ。
　定番のダジャレ「ウマくいく年」どこ
ろか「ものすごくウマくいく年」になる
かもしれない。思い切ってチャレンジす

ることが良い年にする秘訣といえよう。
　大子町では今年の秋に「防災道の駅」
がオープンする。人気のアウトドアショ
ップもできるので集客に期待している。
また、全天候型の屋外ステージも併設さ
れて人々の集う場所も新たに増える。こ
れら施設の竣工は、令和元年の水害から
復興を果たした町の象徴になるはずであ
る。
　久慈川の堤防や道路・橋の整備と新設、
新たな施設の開業など、大子町は躍進し
ているとの声が周囲から届けば、町民の
プライドも高まる。高齢化や人口減の急
激な好転化は厳しくても、町民が郷土に
誇りを持つことで、未来へ向けた一歩が
力強く踏み出せるはず。
　丙午の今年は大子町が「ものすごくウ
マくいく年」になることを願ってやまな
い。

つ
ぶ
や
き
議
長

大
森
勝
夫

情報社会で迎えた丙午の年 連 載

※一部抜粋

　町のこと、世の中のことなど、日々のちょっとした出来事や感じたことを議長がゆるっと”
つぶやく”コーナーです。真面目な話しだけでなく、ちょっと笑えるひと言もあるかも？！
　ぜひ、ご一読ください。
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大子町へようこそ！（行政視察）

■熊本県南阿蘇村議会

■山形県白鷹町議会

　10 月 28 日に熊本県南阿蘇村議会の行政視察を受け入れました。

　視察テーマは、「子育て支援の取組について」、「移住・定住施策の取組に
ついて」でした。

　10 月 29 日に山形県白鷹町議会の行政視察を受け入れました。

　視察テーマは、「子ども議会について」、「議員と話そう会について」、「議
員のなり手不足対策について」でした。

5　大子議会だより No.224

議員活動を報告します！



■福島県三春町議会

■岐阜県美濃市議会

　11 月６日に福島県三春町議会の行政視察を受け入れました。

　視察テーマは、「ＡＩ乗合タクシーたくまるについて」でした。

　11 月 18 日に岐阜県美濃市議会の行政視察を受け入れました。

　視察テーマは、「ＡＩ乗合タクシーたくまるの取組について」、「大子那須
楮栽培の取組について」、「純木造の役場庁舎の取組について」でした。
　また、午後には大子那須楮の現地視察を行いました。

大子議会だより No.224　6

議員活動を報告します！



　午後の現地視察では、楮の栽培状況や生産工程などを大子那須楮保存会 会長 齋藤邦彦氏から
質疑を交え、研修をさせていただきました。

　大子那須楮は、本美濃紙や越前奉書などの和紙の原料として最高級の品質です。

　しかし、喫緊の課題として

「担い手」（後継者）が減少しており生産維持が危機的状況となっています。

　主な作業内容は、

伝統文化継承のためにも、ご興味ある方は、大子那須楮保存会事務局（農林課☎７２－１１２８）

までご連絡をお願いします。

６月～ 10 月頃

12 月～３月頃

・・芽かき（茎から出てくる脇芽を一個ずつ手で摘み取る作業）

    刈取り・皮むき（収穫した枝を蒸して、表面の皮を剥がす作業）

    表皮とり（皮の表面を小刀で削り、白い繊維層だけにする作業）
・・
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令和７年　第４回定例会
　令和７年第４回定例会が、12 月３日から 11 日までの９日間の会期で開催されました。令和７年度
大子町一般会計補正予算など町長から提出された議案 10 件について、すべての議案が全会一致で原
案どおり可決されました。

　複数サービスを利用する方の増加
と報酬改定による処遇改善加算によ
り増額します。〔７２８０万円〕

　介護現場の人手不足解消を図るた
め、県の基金を活用し ICT 機器導入
を支援します。〔３２３８万４千円〕

（全額県支出）

結婚新生活応援補助金
〔１８４万円〕

商店街空き店舗等活用
支援事業補助金

〔１５０万円〕
中小企業者経営改善・
創業等支援補助金

〔５０万円〕
ほか

〔１億１６９２万７千円〕

【補正予算額　２億２３６９万８千円】
歳　　入 補　正　額

地方交付税 1億５８３１万７千円
国・県支出金 1億９０４５万３千円
繰越金 △ 1億６６７３万２千円
その他 ４１６６万円

歳出 障害福祉サービス給付費扶助費

地域医療介護
総合確保基金事業補助金

　児童数は減少傾向も利用者数は増加し
ているため、新たな教室の改修等を行い
ます。〔１２５万６千円〕

放課後児童クラブ教室等改修工事

　鳥獣保護管理法改正により「緊急銃猟制
度」の創設に伴い県交付金を活用し安全対
策用品を購入します。〔３３万１千円〕

緊急銃猟用安全対策用品

その他
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　第４回定例会では、議会から議員提出議案として新しい条例の制定と議員の派遣についての２件が
提出されました。新しい条例「大子町議会政治倫理条例」は、議員が町民の皆様からの厳粛な信託を
受けた立場であることを深く認識し、より清潔で民主的な町政を実現するため、令和８年４月１日か
ら施行されます。（※現行の「大子町政治倫理条例」は同年３月 31 日で廃止となります。）

　①品位の保持：議会への信頼を損なうような行為をしないこと
　②地位の利用禁止：権限を濫用して、自分や特定の人の利益を図らないこと
　③金品の授受禁止：公正さを疑われるようなお金や物のやり取りをしないこと
　④不当な働きかけの禁止：町の契約や処分に関し、特定の者に有利になる働きかけをしないこと
　⑤ハラスメントの禁止：セクシャルハラスメントやパワーハラスメント、人権侵害を行わないこと
　⑥法令遵守：公職選挙法などの法令を遵守し、買収や寄附などの疑いを持たれないようにすること

　議員は町民全体の代表者として、次の事項を遵守することを誓います。( 抜粋 )

　議員は地方自治法及び施行令で定める範囲で町と請負契約を結んだ場合、議長への報告が義務付け
られます。
報告内容：契約日、金額、内容（例：施設の修繕工事など）。
情報の公開：報告された内容は整理され公表されます。

　議員に倫理基準違反の疑いがあるときは、事実関係の調査と審査を行います。違反が認められた場
合は、議長による勧告などの厳正な措置が講じられます。

　この条例は、議会が常に町民の皆様の視点に立ち、信頼される存在であり続けるための指針です。
制定して終わりではなく、時代の変化やハラスメント防止など社会のルールに対する意識の高まりを
しっかりと受け止め、議員一人ひとりが責任を持って行動しながら、より誠実で開かれた議会運営に
努めてまいります。

「大子町議会政治倫理条例」
が４月から施行されます！

１. 議員が守るべき政治倫理基準

２. 町との請負契約の透明化

３. 調査と審査

時代に即した政治倫理を

新たな条例の

ポイントを
解説します
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第４回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案
第102号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 原案可決

議案
第103号 大子町中小企業事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第104号 大子町文化福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

※

議案
第105号 大子町火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第106号 令和７年度大子町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案
第107号 令和７年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案
第108号 令和７年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案
第109号 令和７年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案
第110号 令和７年度大子町浄化槽整備事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案
第111号 令和７年度大子町水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議員提出
議案第４号 大子町議会政治倫理条例 原案可決

議員提出
議案第５号 議員の派遣について 原案可決

議案の賛否状況
　採決にあたり、意見が分かれた議案の賛否状況をお知らせします。

議　案
番　号

議　案　名

賛否数 議　　　　員　　　　名

賛
　
成

反
　
対

介
川
秀
男

高
村
和
成

根
本
厚
子

飯
村
　
剛

川
井
正
人

福
田
祥
江

須
藤
　
明

菊
池
靖
一

佐
藤
正
弘

大
森
勝
夫

齋
藤
忠
一

104号
大子町文化福祉会館の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例
9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

※○＝賛成、×＝反対、－＝議長（大森勝夫議長）は採決に加わりません

※は賛否がわかれた議案
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議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案
第112号

大子町職員の給与に関する条例及び大子町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第113号 令和７年度大子町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案
第114号 令和７年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案
第115号 令和７年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案
第116号 令和７年度大子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案
第117号 令和７年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案
第118号 令和７年度大子町浄化槽整備事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案
第119号 令和７年度大子町水道事業会計補正予算（第５号） 原案可決

令和７年　第４回臨時会

令和７年　第５回臨時会

第４回臨時会　提出議案等と審議結果

第５回臨時会　提出議案等と審議結果

議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第98号 耐震性貯水槽整備工事請負契約の締結について 原案可決

議案第99号 中心市街地管渠敷設及びまちなか回遊散策路整備工事請負契約の締結について 原案可決

議案
第100号 大子町固定資産評価審査委員会委員の承認について 原案承認

議案
第101号 令和７年度大子町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

　第４回臨時会が 10 月 27 日に開催され、建設中の防災道の駅に整備される耐震性貯水槽（災害時
の飲料水を貯めるタンク）の工場請負契約のほか議案３件が可決されました。

　第５回臨時会が 12 月 24 日に開催され、物価高騰対策生活支援給付金（物価高騰対策として全世
帯に現金を給付）ほか議案７件が可決されました。

大子町固定資産評価審査委員に齋
さいとう

藤範
の り お

夫さんを承認
　大子町固定資産評価審査委員会委員の佐久間勝海さんが退任され、その後任に齋藤範夫さんを承認
しました。任期は令和７年 10 月 1 日から令和８年 10 月 11 日までです。
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執行部
議員

あん議
と き

会の質問は今？！
　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているか、現在の状況をお知ら
せするコーナーです。
　今回は一気にご紹介します！

　まいんの設置や利用に関する条例が改正されることになり使用条件として人数制限等があり
ましたが、目的に応じて１人からでも利用しやすく使用料が変更されます。
　また、イベント等で入場料等をと
る場合の会場使用料の軽減、観光交
流ホールの区画ごとの使用や会議室
等の使用料の見直しが行われ、より
利用しやすい施設となります。

　人数や利用に合わせて使いやすく
なって、活動や交流が広がることが
期待されます。

「文化福祉会館まいんの使用改善について」
【あん議

と き
会の質問】

【そん時の回答】

令和８年４月１日から
「まいん」がより使いやすくなります！

文化ホールは利用者が１００人
未満だと使えない。料金を払っ
てでも利用したいという声があ
るが条件見直しはできないか。

今後、近隣市町村や同規模施設
の事例を研究し利用条件の見直
しを検討する。
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と き

会の質問は今？！



執行部議員

複数の主食用米作付農家が共同で利用する農機具の購入に対し、
費用の２分の１（上限５０万円）を補助する制度で、中古の農機
具も対象となります。
※事業の詳細は農林課（☎７２-１１２６）までお問い合わせください。

農業機械共同利用支援事業補助金制度が新設！

「農機具購入の補助について」

【あん議
と き

会の質問】
【そん時の回答】

小規模農家が共同で農機具を購
入しやすくするために、町独自
の補助制度は作れないか。

高齢化や担い手不足が進む中、
既存の国・県の制度も活用しな
がら、地域の実情に合った支援
を検討したい。

農業の継続や耕作放棄地の
防止に加え、ふるさと納税
の返礼品としての米の安定
確保にもつながってくれる

といいね！
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あん議
と き

会の質問は今？！



執行部議員

執行部議員

「大子福祉作業所の環境改善について」

「補聴器購入時の助成について」

【あん議
と き

会の質問】

【あん議
と き

会の質問】

【そん時の回答】

【そん時の回答】

移転後の建物では厨房のエアコ
ンの効きが悪く、トイレや作業
スペースが狭い。環境改善はで
きないか。

高齢者の難聴は認知症のリスク
にも関係すると言われる。補聴
器購入に対する助成を検討して
はどうか。

建物の経年劣化も踏まえ、運営
主体の社会福祉協議会と協議し
対応を検討したい。

他市町村の制度を参考にしなが
ら令和８年度の実施を目指して
前向きに検討する。

　社会福祉協議会と担当課の協議検討の結果、厨房へのエアコン設備の移設費用、作業スペー
ス確保のための物置設置が補正予算で計上され、環境改善に向けた取組が進められることにな
りました！

　高齢化が進む中、難聴への支援は健康寿命の延伸にもつながります。
　実現すれば、高齢者の暮らしやすさを支える大きな一歩となりそうです。
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令和７年　第４回定例会

町政に　ここが聞きたい！これを言いたい！

６人の議員が一般質問
　　　　　　　質　　問　　内　　容 ページ 　　質　　問　　者
公共交通手段の予約方法の一本化は

P.16 高村　和成　議員担い手不足・事業承継の支援対策は

特定技能外国人人材活用についての対策は

物価高対策の取組は

P.17 川井　正人　議員文化福祉会館の設置及び管理に関する条例改正は

大子町商店街への冬の観光誘客を

八溝山の景観対策と道路整備は

P.18 佐藤　正弘　議員大子町身体障害者福祉協議会への町の支援は

来年度予算の編成にあたって重要施策は

太陽光発電設備の農地転用許可が出る土地は
P.19 根本　厚子　議員

防犯カメラの設置補助を願う

消防庁舎の建替は
P.20 福田　祥江　議員

避難所運営の訓練は

デジタルツールの活用を積極的に

P.21 飯村　　剛　議員大子那須楮の知名度向上を図るには

返礼品「草刈り代行サービス」の周知を

一般質問とは・・・
　「一般質問」とは、議員が町の課題や町民の声をもとに、町に直接質問をする場の
ことです。町の考えや方針を確認し、改善や取組へとつなげていく大切な機会です。
　・町民の声や町の課題を取り上げる
　・町政の考えや方針を確認する
　・改善や新しい施策を提案する　　　など

傍聴のススメ
議会傍聴の手続きは、当日受付で簡単にできますのでお気軽にお越しください！
ステップ１

議会棟入口から入る いざ傍聴席へ♪受付で受付票に氏名・住所等を記載し受付箱へ入れる

ステップ 2 ステップ 3
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一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
高
村
】
大
子
町
に
は
「
Ａ
Ｉ

乗
合
タ
ク
シ
ー
」「
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
」「
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
等
様
々
な
交
通
手
段
が
あ

る
。
予
約
方
法
な
ど
年
々
改
善

簡
素
化
し
て
い
る
こ
と
は
実
感

で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
予
約
サ
イ
ト
を
検
索
す

る
必
要
が
あ
り
、
と
て
も
分
か

り
に
く
い
。
以
前
に
も
質
問
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
予
約
方
法
を

一
本
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム

自
体
の
統
合
は
今
の
と
こ
ろ
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

「
大
子
町
ア
プ
リ
」
か
ら
各
々

の
予
約
サ
イ
ト
へ
進
め
る
窓
口

の
一
本
化
の
実
施
を
す
る
予
定

で
あ
り
、
今
年
度
中
に
実
現
で

き
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
高
村
】
日
本
国
内
に
お
い
て
、

働
き
手
不
足
、
後
継
者
不
足
は

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

大
子
町
も
こ
の
問
題
に
直
面
し

て
い
る
。
最
近
で
は
施
設
の
老

朽
化
・
担
い
手
等
が
見
つ
か
ら

ず
廃
業
を
選
択
す
る
事
業
者
も

多
い
。
大
子
町
で
は
安
心
し
て

事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

は
行
っ
て
い
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
内
事
業

者
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、「
自
分
の
代
で
廃
業

す
る
予
定
」
と
回
答
し
た
割
合

が
約
30
％
で
あ
っ
た
。
今
後
も

廃
業
さ
れ
る
事
業
者
が
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。
町
で
は
現

在
、
支
援
策
と
し
て
民
間
企
業

が
運
営
す
る
事
業
継
承
の
マ
ッ

チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

活
用
、「
茨
城
県
事
業
承
継
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携

し
た
個
別
相
談
会
の
開
催
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
高
村
】
こ
れ
ま
で
に
後
継
者

が
見
つ
か
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
内
に
も

実
際
に
後
継
者
が
見
つ
か
り
事

業
承
継
が
進
ん
で
い
る
成
功
例

も
あ
る
。

【
高
村
】
大
子
町
内
も
、
外
国

籍
の
働
き
手
「
技
能
実
習
生
」

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

意
見
交
換
会
等
で
も
事
業
者
か

ら
雇
用
を
考
え
て
い
る
と
の
声

も
あ
る
。
し
か
し
、
雇
用
す
る

際
に
様
々
な
費
用
が
発
生
し
、

申
請
も
複
雑
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
町
で
は
相
談
会
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
で
は
「
外

国
人
人
材
活
用
」
を
テ
ー
マ
に

技
能
実
習
制
度
や
補
助
制
度
に

つ
い
て
説
明
会
を
実
施
し
た
。

参
加
事
業
者
17
社
と
関
心
は
か

な
り
高
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

農
業
で
も
「
特
定
技
能
外
国
人

人
材
活
用
」
に
つ
い
て
基
礎
的

な
内
容
、
他
地
域
で
の
事
例
紹

介
の
講
演
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
町
内
で
実
際
に

活
用
し
た
事
例
も
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

【
高
村
】
今
後
、
雇
用
が
増
え

る
な
か
で
文
化
の
違
い
か
ら
、

近
隣
と
の
様
々
な
問
題
が
発
生

す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
実
際
に
他

地
域
で
近
隣
住
民
と
な
じ
め
な

い
状
況
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

大
子
町
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な

時
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
町
全

体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

衣
食
住
の
適
切
な
対
応
含
め
商

工
業
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て

大
子
町
商
工
会
と
共
に
連
携
し

て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

答 問
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公
共
交
通
手
段
の
予
約
方
法
の
一
本
化
は

今
年
度
中
に
実
現
で
き
る
見
込
み

特
定
技
能
外
国
人
人

材
活
用
に
つ
い
て
の

対
策
は

担
い
手
不
足
・
事
業

承
継
の
支
援
対
策
は

高村和成 議員

ＬＩＮＥ公式アプリ 大子町公式アプリ



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
町
は
物
価
高
対
策
と

し
て
商
品
券
の
配
布
や
現
金
給

付
、
水
道
料
金
等
の
減
免
等
の

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
財
政
課
長
】
国
か
ら
交
付
額

が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後

内
示
が
あ
り
次
第
事
業
内
容
を

含
め
速
や
か
に
議
会
に
示
す
予

定
で
あ
る
。
な
お
、
本
交
付
金

に
よ
る
国
の
経
済
対
策
の
効
果

が
い
ち
早
く
町
民
に
及
ぶ
よ
う

考
え
て
お
り
、
早
け
れ
ば
年
内

に
議
会
へ
補
正
予
算
案
の
提
出

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
る
。

【
川
井
】
現
金
給
付
の
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
施
策
、
そ

し
て
、
平
等
に
町
民
の
生
活
を

支
え
る
施
策
の
実
施
を
と
思
う
。

交
付
金
の
金
額
が
未
定
で
あ
る

が
、
未
定
の
段
階
で
も
あ
る
程

度
の
支
援
金
の
割
合
と
い
う
の

は
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ

の
中
で
支
援
策
を
先
に
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
。

【
財
政
課
長
】
支
援
金
の
額
が

示
さ
れ
て
い
な
い
中
で
も
先
行

的
に
活
用
し
て
い
る
自
治
体
、

や
ろ
う
と
し
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
。
食
料
品
や
水
道
光

熱
費
の
高
騰
等
そ
の
家
庭
の

状
況
に
よ
り
様
々
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。
提
案
の
現

金
給
付
も
視
野
に
今
後
検
討

し
て
い
く
。

【
川
井
】
文
化
福
祉
会
館
の
料

金
設
定
の
改
定
は
十
分
に
検

討
さ
れ
た
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
県
内
外
の
ホ
ー

ル
の
料
金
を
調
査
し
、
そ
の
上

で
同
規
模
ホ
ー
ル
の
使
用
料
を

参
考
に
地
域
性
や
施
設
の
規
模

を
考
慮
し
た
上
で
検
討
し
た
。

指
定
管
理
者
の
社
会
福
祉
協
議

会
と
も
現
在
の
使
用
状
況
を
踏

ま
え
協
議
を
重
ね
、
十
分
検
討

し
た
と
考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
人
々
は
文
化
を
求
め

る
、
文
化
の
あ
る
町
は

滅
び
な
い
と
い
う
信
念

が
私
に
は
あ
る
。
今
回

の
改
正
で
町
民
価
格
の

設
定
は
な
い
が
、
今
後

町
民
を
優
遇
し
た
使
用

料
金
を
設
定
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
今
回
は
条

例
の
一
部
改
正
を
審
議

し
て
い
た
だ
く
。
今
後

に
つ
い
て
は
研
究
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
う
。

【
川
井
】
町
は
道
の
駅
、
大
子

駅
前
の
２
つ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

各
々
の
費
用
対
効
果
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
過
去
の

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
実
績
と
観
光
庁
で
出
さ

れ
て
い
る
旅
行
・
観
光
消
費
動

向
調
査
を
基
に
算
定
す
る
と
、

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

を
目
的
に
来
訪
し
た
人
数
は
、

事
業
全
体
と
し
て
期
間
中
約
３

０
０
０
人
、
観
光
消
費
額
は
約

５
９
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

【
川
井
】
町
民
に
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
飾
っ
て
も
ら
う
な
ど

町
民
参
加
型
、
コ
ン
テ
ス
ト
形

式
等
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
構

想
は
考
え
ら
れ
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
民
参

加
型
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
大
変
有
意
義
な

提
案
だ
と
思
う
。
課
題
は
あ
る

が
、
大
子
町
観
光
協
会
や
商
店

街
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
持
続

可
能
で
地
域
全
体
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
つ
な
が
る
取
組
と
し
て

今
後
し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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物
価
高
対
策
の
取
組
は

国
か
ら
交
付
額
内
示
が
あ
り
次
第
議
会
に
示
す

川井正人 議員

答 問

文
化
福
祉
会
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
改

正
は

大子町の文化発信拠点「まいん」

ＳＬライトアップ

大
子
町
商
店
街
へ
の
冬

の
観
光
誘
客
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

増
進
、
会
員

相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と

を
目
的
に
昭

和
33
年
に
設

立
さ
れ
た
が
、

現
在
で
は
大

幅
な
会
員
減

少
の
中
で
運

営
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
化

や
家
族
の
事
情
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
な
ど
の
観
点
も
あ
り
会

員
拡
大
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

障
が
い
者
の
要
望
や
意
見
の
集

約
、
日
常
的
な
結
び
つ
き
、
親

睦
な
ど
行
政
で
は
限
界
が
あ
り

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
町
と
し
て
身
体
障
害

者
手
帳
保
有
者
に
大
子
町
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会
の
取
組
の

送
付
、
広
報
等
に
掲
載
す
る
な

ど
行
え
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
町
に
広
報
内
容
等
を
提

出
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
広
報
等

に
掲
載
す
る
こ
と
も
可
能
か
と

思
う
。
ま
た
、
手
帳
の
更
新
時

期
に
チ
ラ
シ
、
案
内
等
を
入
れ

る
こ
と
な
ど
対
応
可
能
な
と
こ

ろ
は
進
め
て
い
く
。

【
佐
藤
】
八
溝
山
の
景
観
対
策

と
八
溝
山
に
至
る
吉
の
目
地
内

～
小
田
貝
地
内
、
磯
神
地
内
～

八
溝
山
公
園
線
ま
で
の
道
路
整

備
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
八
溝
山
展

望
台
か
ら
の
眺
望
景
観
に
つ
い

て
は
、
福
島
県
側
は
、
所
管
の

森
林
管
理
署
か
ら
国
有
林
に
お

け
る
自
然
環
境
保
護
の
観
点
か

ら
伐
採
な
ど
は
非
常
に
困
難
と

言
わ
れ
て
い
る
。
茨
城
県
側
は
、

土
地
の
所
有
者
の
意
向
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
主
要
地
方

道
大
子
那
須
線
の
道
路
整
備
の

蛇
穴
工
区
は
今
年
度
中
に
完
了

予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
の
工
区

に
つ
い
て
は
地
図
混
乱
地
が
原

因
で
休
工
し
て
い
た
が
、
国
土

調
査
が
完
了
し
地
域
住
民
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
茨
城
県
に
対
し
早
期
に
事

業
再
開
と
な
る
よ
う
整
備
促
進

を
要
請
し
て
い
る
。
早
期
整
備

に
向
け
引
き
続
き
要
望
し
て
い

く
。

【
佐
藤
】
大
子
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
と
議
員
と
話
そ
う

会
が
行
わ
れ
た
。
町
の
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
と
の
関
わ
り

方
は
。

【
福
祉
課
長
】
大
子
町
に

設
置
し
て
い
る
大
子
町
地

域
自
立
支
援
協
議
会
に
、

大
子
町
身
体
障
害
者
福
祉

協
議
会
の
代
表
者
が
委
員

の
１
名
と
し
て
参
加
し
、

障
が
い
者
、
障
が
い
児
の

課
題
を
協
議
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
本
会
は
大
子

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
事

務
局
を
置
き
、
町
か
ら
団

体
運
営
に
係
わ
る
費
用
の

一
部
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
て
い
る
。

【
佐
藤
】
大
子
町
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
は
、
身

体
障
が
い
者
の
福
祉
の

【
佐
藤
】
高
梨
町
長
の
任
期
は

令
和
８
年
12
月
ま
で
で
あ
る
。

来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

重
要
な
施
策
は
。

【
財
政
課
長
】
第
７
次
大
子
町

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
町
が
目

指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
重

点
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
。予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
は

維
持
し
、
財
政
健
全
化
に
も
努

め
な
が
ら
、
社
会
情
勢
な
ど
を

見
極
め
た
上
で
政
策
的
な
事
業

を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

歴
史
、
文
化
遺
産
等
の
公
開
、

図
書
館
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

答 問
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一般質問

八
溝
山
の
景
観
対
策
と
道
路
整
備
は

主
要
道
の
早
期
整
備
に
向
け
要
望
し
て
い
く

佐藤正弘 議員

第７次大子町総合計画

来
年
度
予
算
の
編
成
に

あ
た
っ
て
重
要
施
策
は

八溝山の景観対策が望まれる 大
子
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
へ
の
町
の
支

援
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
根
本
】
町
内
の
田
畑
の
土
地

を
過
去
５
年
間
で
農
地
転
用

許
可
に
よ
る
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
面
積
は
。

【
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
】
令
和
２
年
度
は
約

０
・
７
ｈ
ａ
、
３
年
度
は
許

可
案
件
な
し
、
４
年
度
は
約

２
・
９
ｈ
ａ
、
５
年
度
は
約

２
・
９
ｈ
ａ
、
６
年
度
は
約

４
・
７
ｈ
ａ
で
、
太
陽
光
発

電
設
備
へ
の
農
地
転
用
許
可

面
積
合
計
は
約
11
・
２
ｈ
ａ

と
な
る
。

【
根
本
】
農
地
転
用
許
可
が
出

る
の
は
ど
の
よ
う
な
土
地
か
。

【
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
】
農
地
法
に
基
づ
い

た
許
可
基
準
に
よ
り
農
業
委

員
会
で
審
査
を
行
い
判
断
し

て
い
る
。
な
お
、
許
可
が
下

り
な
い
農
地
は
、
例
え
ば
農

用
地
（
青
地
）
と
言
わ
れ
る

も
の
と
生
産
力
が
高
く
ま
と

ま
っ
た
優
良
農
地
で
あ
る
一

種
農
地
ま
た
は
地
域
計
画
該

当
地
は
原
則
許
可
を
し
な
い

基
準
が
あ
る
。

【
根
本
】
大
規
模
太
陽
光
発
電

所
は
大
雨
の
時
の
リ
ス
ク
や

優
良
農
地
等
へ
の
被
害
、
自

然
景
観
へ
の
影
響
な
ど
地
域

住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
懸

念
が
あ
る
。
現
状
、
町
内
の

ゴ
ル
フ
場
跡
地
や
木
を
伐
採

し
造
成
工
事
を
し
た
山
林
の

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
箇

所
と
面
積
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
大
子
町
内

に
９
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
２

０
０
０
K
W
以
上
は
、
小
生

瀬
地
内
の
大
子
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

太
陽
光
発
電
所
で
総
敷
地
面

積
約
１
３
６
ｈ
ａ
、
パ
ネ
ル

設
置
面
積
約
43
ｈ
ａ
、
外
大

野
・
内
大
野
地
内
の
袋
田
太

陽
光
発
電
所
で
総
敷
地
面
積

約
１
２
６
ｈ
ａ
、
パ
ネ
ル
設

置
面
積
約
42
ｈ
ａ
、
小
生
瀬

地
内
の
茨
城
大
子
町
太
陽
光

発
電
所
で
総
敷
地
面
積
約
35

ｈ
ａ
、
パ
ネ
ル
設
置
面
積
約

11
ｈ
ａ
の
３
件
で
あ
る
。

【
町
長
】
役
所
で
で
き
る
範
囲

は
一
定
の
許
可
基
準
を
満
た

す
と
許
可
せ
ざ
る
を
得
な
く
、

国
の
制
度
も

変
わ
っ
て
い

か
な
い
と
今

の
不
安
は
な

か
な
か
消
せ

な
い
。
町
民

の
方
々
が
相

談
や
質
問
を

役
所
に
し
て

い
た
だ
く
の

は
結
構
で
あ
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
制
度
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
国
や
県
に
ソ
ー
ラ
ー

事
業
に
関
す
る
規
制
強
化
の

お
願
い
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

【
根
本
】
町
内
に
お
い
て
迷

惑
電
話
や
特
殊
詐
欺
の
話
が

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
盗
難

や
侵
入
窃
盗
が
多
い
と
聞
く
。

こ
の
２
年
間
被
害
件
数
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
大
子
警
察

署
に
よ
る
と
令
和
６
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
空
き
家
や

居
宅
店
舗
等
の
侵
入
窃
盗
の

被
害
届
６
件
、
空
き
家
等
へ

の
被
害
相
談
９
件
の
合
計
15

件
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
10

月
ま
で
の
侵
入
窃
盗
の
被
害

届
12
件
、
被
害
相
談
22
件
の

合
計
34
件
と
聞
く
。

【
根
本
】
昨
年
と
比
べ
る
と
２

倍
以
上
で
、
高
齢
者
世
帯
は

特
殊
詐
欺
の
標
的
で
あ
る
と

同
時
に
盗
難
や
空
き
巣
被
害

に
な
り
や
す
い
の
で
、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
補
助
は
で
き
な

い
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
防
犯
用
品

に
つ
い
て
は
防
犯
フ
ィ
ル
ム

等
の
設
置
な
ど
高
額
な
も
の

で
な
く
と
も
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
も
あ
る
と
聞
く
。
防

犯
カ
メ
ラ
を
含
む
用
具
等
購

入
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
必

要
性
や
費
用
対
効
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

集
団
検
診
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
た
く
ま
る

に
つ
い
て
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太
陽
光
発
電
設
備
の
農
地
転
用
許
可
が
出
る
土
地
は

農
業
委
員
会
で
審
査
を
行
い
判
断
し
て
い
る

根本厚子 議員

答 問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

補
助
を
願
う

空き巣や侵入窃盗への対策の必要性

農地転用による太陽光発電設備設置の不安解消を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
消
防
庁
舎
は
竣
工
後

46
年
が
経
過
し
設
備
が
不
十
分

に
感
じ
る
。
ま
ず
職
員
の
仮
眠

室
の
状
況
は
。

【
消
防
長
】
当
直
勤
務
は
最
低

人
員
９
名
。
消
防
庁
舎
に
は
仮

眠
室
が
２
室
あ
り
、
１
室
目
は

最
大
使
用
人
数
３
名
、
２
室
目

は
最
大
使
用
人
数
８
名
で
あ
る
。

【
福
田
】
当
直
を
す
る
女
性
職

員
が
入
職
し
た
時
に
仮
眠
室
は

あ
る
か
。

【
消
防
長
】
女
性
用
仮
眠
室
は

な
い
が
、
今
後
の
勤
務
実
態
に

合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
消
防
庁
舎
の
建
替
え

等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

【
消
防
長
】
今
後
、
町
が
計
画

し
て
い
る
他
の
事
業
と
の
関
連

性
を
考
慮
し
、
建
替
え
、
移
転

等
の
協
議
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
町
長
】
町
民
の
命
と
財
産
を

守
る
大
切
な
施
設
と
し
て
町
民

へ
説
明
し
た
う
え
で
、
久
慈
川

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
終
結
す
る
頃
に
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
災
害
が
予
測
さ
れ
る

時
や
発
災
直
後
に
は
混
乱
が
予

想
さ
れ
る
。
避
難
所
の
開
設
手

順
は
。

【
総
務
課
長
】
26
の
町
有
施
設

を
指
定
避
難
所
と
し
て
登
録
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
12
か
所
は

職
員
を
配
置
す
る
基
幹
避
難
所

と
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は

職
員
２
名
、
機
能
別
消
防
団

員
１
名
の
３
名
態
勢
で
開

設
し
て
お
り
、
避
難
発
令
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
、
対
象

地
区
の
避
難
所
担
当
職
員

が
速
や
か
に
準
備
し
て
、
迅

速
な
避
難
所
開
設
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

【
福
田
】
地
区
ご
と
に
担
当

職
員
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、

自
主
防
災
組
織
や
防
災
士

と
共
同
で
避
難
所
開
設
訓

練
は
で
き
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
一
部
の
地
域
で

は
行
っ
て
い
る
。
防
災
関
係
者

が
連
携
し
て
避
難
所
開
設
訓
練

を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
実
践
に

近
い
人
員
配
置
に
よ
る
訓
練
と

な
り
実
災
害
に
向
け
た
連
携
構

築
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
福
田
】
避
難
時
に
手
伝
い
が

必
要
な
要
支
援
者
の
把
握
を
し

て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
市
町
村
は
災
害

対
策
基
本
法
に
よ
り
、
避
難
行

動
要
支
援
者
の
把
握
に
努
め
、

名
簿
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
の
協
力
を
得
て
支
援
者

候
補
者
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
職

員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
同
意
さ

れ
た
方
を
避
難
行
動
要
支
援
者

と
し
て
登
録
し
て
い
る
。
避
難

行
動
要
支
援
者
の
リ
ス
ト
は
情

報
管
理
に
つ
い
て
誓
約
書
を
交

わ
し
た
う
え
で
、
自
主
防
災
組

織
の
会
長
、
行
政
連
絡
区
長
、

避
難
支
援
者
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

大
子
警
察
署
と
共
有
し
て
い
る
。

【
福
田
】
避
難
所
の
中
に
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
施
設
が
あ
る
。
そ

の
様
な
施
設
を
町
民
に
周
知
し

た
ら
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
バ
リ
ア
フ
リ
ー

環
境
に
な
っ
て
い
る
避
難
所
は
、

基
幹
避
難
所
で
４
つ
、
そ
の
他

避
難
所
は
４
つ
で
あ
る
。
事
前

に
周
知
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

な
避
難
が
可
能
に
な
る
と
考
え

る
。
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
へ
の

表
記
な
ど
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。
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消
防
庁
舎
の
建
替
え
は

治
水
事
業
終
結
を
目
途
に
方
向
性
を
出
す

答 問

福田祥江 議員

避
難
所
運
営
の
訓
練

は
築 46 年の大子町消防本部

わかりやすい避難所開設手順
（参照：他自治体のアクションカード）



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
行
政
発
信
の
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
に
は
サ
ー
ビ
ス
認
知

度
向
上
、
住
民
参
加
の
促
進
、

情
報
伝
達
の
迅
速
化
が
重
要
で

あ
る
。
開
設
し
て
い
る
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
種
類
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
Ｘ
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
の
５
種
類
で
あ
る
。

【
飯
村
】
情
報
発
信
は
タ
ウ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
で
一

括
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

業
務
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
チ
ー
ム

４
名
の
う
ち
、
情
報
発
信
は
２

名
で
行
っ
て
い
る
。
業
務
が
重

な
る
際
に
は
他
職
員
も
自
ら
投

稿
を
行
い
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

【
飯
村
】
観
光
誘
客
で
の
魅
力

発
信
に
繋
が
る
戦
略
的
な
工
夫

は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
「
ア
ウ
ト
ド

ア
」「
食
」「
農
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
第
３
期
大
子
町
総
合
戦

略
を
作
成
し
て
関
係
人
口
、
定

住
人
口
に
つ
な
が
る
動
線
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

【
飯
村
】「
大
子
那
須
楮
」
の
振

興
に
は
、
国
内
最
高
級
の
原
料

の
産
地
大
子
町
と
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
「
本

美
濃
紙
」
の
生
産
地
美
濃
市
と

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
先
月
、

美
濃
市
議
会
も
研
修
視
察
に
訪

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
美
濃
市
と

の
取
組
は
。

【
農
林
課
長
】
本
美
濃
和
紙
保

存
会
と
は
紙
す
き
職
人
が
毎
年

訪
れ
て
、
夏
の
芽
か
き
、
冬
の

収
穫
加
工
に
お
い
て
和
紙
加
工

に
関
わ
る
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
美

濃
市
で
毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ

る
研
修
会
に
参
加
し
、
産
地
間

の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
る
。

【
飯
村
】
今
後
の
新
た
な
取
組

と
展
望
は
。

【
農
林
課
長
】
次
年
度

の
町
内
小
・
中
学
校

の
卒
業
証
書
を
大
子

那
須
楮
の
原
料
と
し

た
美
濃
和
紙
で
作
成

す
る
。
ま
た
、
美
濃

市
か
ら
手
す
き
和
紙

職
人
を
派
遣
し
て
頂

き
、
手
す
き
教
室
の

開
催
、
既
存
の
イ
ベ

ン
ト
で
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
企
画
の
連

携
事
業
を
進
め
て
行

き
た
い
。

【
飯
村
】
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

で
は
、
町
内
の
空
き
地
や
庭
の

草
刈
り
を
代
行
す
る
「
利
用
ク

ー
ポ
ン
券
」
が
返
礼
品
と
し
て

新
た
に
提
供
さ
れ
た
。
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
寄
付
額

に
応
じ
て
５
千
円
か
ら
５
万
円

ま
で
の
設
定
が
あ
る
。
対
象
サ

ー
ビ
ス
は
（
草
刈
り
・
お
墓
掃

除
・
家
の
片
付
け
、
窓
拭
き
、

清
掃
な
ど
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
町
内
で
各
種
提
供
す

る
。

【
飯
村
】
遠
方
に
住
ん
で
い
る

方
や
多
忙
で
時
間
が
な
く
管
理

が
で
き
な
い
方
々
に
と
っ
て
魅

力
的
な
返
礼
品
の
提
供
事
業
だ

と
思
う
。
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
各
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
、
広
報
だ
い

ご
11
月
号
に
掲
載
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
周
知
を

さ
ら
に
強
化
し
て
、
町
の
魅
力

向
上
と
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。
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一般質問

大
子
那
須
楮
の
知
名
度

向
上
を
図
る
に
は

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
を
積
極
的
に

特
性
に
応
じ
た
活
用
に
努
め
る

飯村　剛 議員

答 問

美濃和紙

ふるさと返礼品

返
礼
品
「
草
刈
り
代
行

サ
ー
ビ
ス
」
の
周
知
を
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
大
好

き
な
野
球
を
ず
っ
と
続
け
て

や
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
今
野
球
の
基
本
や

細
か
い
動
き
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
中
学
か
ら
野
球
を
始

め
た
の
で
最
初
は
ル
ー
ル
も

わ
か
ら
な
く
先
輩
に
頼
っ
て

ば
か
り
で
し
た
が
、
今
で
は

少
し
は
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
、
毎
日
家
に
帰
っ
て

か
ら
父
と
一
緒
に
野
球
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
野
球

の
細
か
い
ル
ー
ル
や
技
術
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
熱
心
に

教
え
て
く
れ
た
の
は
父
で
す
。

父
は
小
、
中
、
高
と
野
球
を

や
っ
て
き
て
い
て
と
て
も
上

手
で
す
。
今
は
私
も
高
校
で

野
球
を
や
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
今
ま
で
教

え
て
き
て
く
れ
た
こ
と
を
活

か
し
て
、
い
い
プ
レ
ー
を
見

せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

大子中学校３年

肥
ひ ご

後 郁
い く や

哉さん

　

大
子
町
議
会
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
議
会
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
例
会
や
臨
時
会
の
様
子
を
生

中
継
す
る
と
と
も
に
、
録
画
配

信
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は

　
　
　
　

↓

議
会
中
継
と
入
力
し
て
ク
リ
ッ
ク

　
　
　
　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は

　
　
　
　

↓

カ
メ
ラ
機
能
で

読
み
込
む

　

Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
（
７
７
．
５
Ｈ

ｚ
）
で
も
一
般
質
問
の
様
子
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放

送
の
ほ
か
録
音
放
送
も
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
や
時
間
な
ど
は
Ｆ
Ｍ

放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3
月
定
例
会
開
催
予
定

▽
３
月
４
日
（
水
）
開　
　

会

▽　
　

５
日
（
木
）
休　
　

会

　
　

～
８
日
（
日
）　

〃

▽　
　

９
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　

10
日
（
火
）　　

〃

▽　
　

11
日
（
水
）

　
　
　
　

予
算
・
決
算
委
員
会

▽　
　

12
日
（
木
）　

〃

▽　
　

13
日
（
金
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

　

※
予
定
で
す
の
で
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

川　

井　

正　

人

副
委
員
長　

高　

村　

和　

成

委　
　

員　

介　

川　

秀　

男

委　
　

員　

根　

本　

厚　

子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

須　

藤　
　
　

明

　

２
０
２
５
年
の
世
相
を
一
字
で

表
す
「
令
和
７
年
漢
字
」
が
「
熊
」

に
決
ま
っ
た
。
各
地
で
出
没
し
人

的
被
害
が
相
次
い
だ
こ
と
に
加
え
、

「
熊
猫
」
と
表
記
さ
れ
る
パ
ン
ダ

の
中
国
返
還
に
も
注
目
が
集
ま
っ

た
こ
と
が
選
定
理
由
と
さ
れ
て
い

る
。

　

昨
年
６
月
に
は
当
町
で
も
熊
の

目
撃
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
10
月

初
め
の
福
島
県
棚
倉
町
地
内
で
の

熊
捕
獲
、
栃
木
県
大
田
原
市
地
内

で
も
目
撃
情
報
の
増
加
等
、
周
辺

自
治
体
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
初
の
補
正
予
算
を
計
上
し
、

町
は
今
後
の
熊
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
開
始
し
た
。「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
対
策
が
決
し
て
早
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
子
町
で

あ
る
た
め
、
関
係
機
関
連
携
の
も

と
綿
密
な
安
全
対
策
の
構
築
を
期

待
し
た
い
。

（
須
藤　

明
）

あ
と
が
き

３
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

議
会
を
視
聴
し
よ
う
！


